
栂と
ぶ
の

尾を

高か
う

山ぜ
ん

寺じ

の
林
泉
は
三
雄
の
其
一
な
り
。
同
じ
く
寺
前
に
清
瀧
川
の
な
が
れ
き
よ
く
、
橋
の
ほ
と
り
丹
楓
な
ら
ぬ
所
な
し
。
寺
説
云
、

上
古
住
吉
大
神
の
霊
蹟
に
し
て
、
建
永
元
年
十
一
月
後ご

鳥と

羽ば
の

院
詔
を
下
し
て
、
明み
や

恵う
ゑ

上
人
を
開
祖
〔
又
の
名
高か
う

弁べ
ん

〕
と
し
、
華
厳
興
隆
の
精

舎
と
す
。
本
尊
は
釈
尊
を
安
じ
、
鎮
守
は
春
日
住
吉
の
二
神
、
開
山
堂
に
は
明
恵
上
人
の
影
を
安
じ
、
其
傍
に
廟
塔
あ
り
、
春か
す

日が
の

神し
ん

影え
う

向が
う

窟く
つ

は
開
山
堂
の
渓
間
に
あ
り
、
文
珠
石
は
明
恵
上
人
静
坐
し
給
ふ
と
き
、
文
珠
菩
薩
影
向
あ
り
て
光
明
真
言
の
法
七
種
の
秘
印
持
戒
清
浄
の
印

を
授
与
し
給
ふ
所
な
り
、
今
に
岩
面
に
文
珠
の
種
字
■
顕
然
た
り
、
仏
足
石
は
明
恵
み
や
う
ゑ

上
人
の
作
り
給
ひ
し
が
、
今
は
谷
底
に
埋
れ
て
在
跡
さ

だ
か
な
ら
ず
。
当
山
の
高
嶺
を
五ご

台だ
い

山さ
ん

と
な
づ
く
、
練ヽ

若ヽ

台ヽ

は
西
の
峯
に
あ
り
、
建
保
の
頃
今
の
こ
ゝ
に
艸
菴
を
結
び
て
坐
禅
し
給
ふ
遺
跡

な
り
。〔
当
山
七
所
の
霊
跡
の
第
一
な
り
〕
石ヽ

水ヽ

院ヽ

の
跡
は
今
の
春
日
住
吉
の
社
地
を
い
ふ
。〔
第
二
の
名
跡
な
り
〕
花ヽ

宮ヽ

殿ヽ

、
羅ヽ

坡ヽ

坊ヽ

は
春か
す

日が

山や
ま

の
中
に
あ
り
。〔
是
遺
跡
の
第
三
第
四
と
す
〕
三ヽ

加ヽ

禅ヽ

も
其
側
に
あ
り
。〔
こ
れ
を
第
五
と
す
〕
禅ヽ

河ヽ

院ヽ

は
開
山
堂
の
西
谷
に
あ
り
て
、

此
名
義
は
西さ
い

天て
ん

伽か

耶や

城
菩
じ
や
う
ぼ

提だ
い

樹じ
ゆ

の
前
に
流
る
ゝ
尼に

連れ
ん

禅ぜ
ん

河か

の
地
勢
に
相
似
た
る
を
も
つ
て
号
る
な
り
。〔
第
六
と
す
〕
定
心
石
と
い
ふ
は
清

滝
川
の
上
に
あ
り
。〔
第
七
の
遺
跡
と
す
〕

著

聞

集
　
　
高か
う

弁べ
ん

上
人
（
明
恵
）
お
さ
な
く
て
北
院
御

き
た
の
ゐ
ん
お

室む
ろ

に
候
は
れ
け
り
。
文
学
坊
ま
い
り
て
そ
の
小
童
を
見
て
此
児
は
た
ゞ
人
に
あ
ら

ず
と
相
し
て
、
ま
げ
て
此
児
文
学
に
給
は
り
て
弟
子
に
し
侍
ら
ん
と
申
て
取
て
け
り
。
法
師
に
な
り
て
高た
か

雄を

に
住
せ
け
る
に
、
が
く
も

ん
に
心
を
入
て
あ
か
ら
さ
ま
に
も
他
事
を
せ
ざ
り
け
り
。
文
学
坊
高
雄
を
作
る
と
て
番
匠
を
せ
さ
せ
て
ひ
し
め
き
け
る
事
、
高か
う

弁べ
ん

上
人

う
る
さ
き
事
に
思
ひ
て
、
聖
教
の
も
た
る
ゝ
限
り
い
だ
き
持
て
山
の
奥
へ
入
て
、
人
も
通
ぬ
所
に
て
只
壱
人
見
ら
れ
け
り
。
昼
つ
か
た



番
匠
が
食く
ひ

物も
の

を
な
み
す
へ
た
る
時
、
山
の
中
よ
り
走
り
く
だ
り
て
其
飯い
ひ

七
八
人
が
分
を
や
す

く
と
と
り
く
い
て
、
又
あ
ら
ぬ
聖
教
を

も
ち
て
帰
入
ぬ
。
扨
山
の
中
に
二
三
日
も
居
て
出
ら
れ
ず
、
か
く
す
る
事
二
三
日
に
一
度
必
有
け
り
。
文
学
坊
此
事
を
聞
て
た
ゞ
人
の

ふ
る
ま
ひ
に
非
ず
、
権
者
の
所
為
な
り
と
ぞ
い
ひ
け
る
。
此
上
人
暗
夜
に
聖
教
を
見
給
ひ
け
る
、
大お
ほ

神が

基も
と

賢か
た

が
子
に
光
音
く
わ
う
お
んと

い
ふ
僧
、

か
の
上
人
の
弟
子
に
て
侍
け
り
、
年
頃
給
仕
し
て
侍
り
け
る
が
か
た
り
け
る
は
、
さ
し
も
く
ら
き
夜
も
火
も
と
も
さ
ず
し
て
聖
教
を
見

給
ふ
と
て
、
弟
子
ど
も
に
し
か

ぐ
の
所
に
有
文
取
て
給
へ
と
い
は
れ
け
れ
ば
、
く
ら
ま
ぎ
れ
に
さ
ぐ
り
て
来
る
を
見
て
、
此
ふ
み
に

は
あ
ら
ず
、
し
か

ぐ
の
ふ
み
な
ど
宜
ひ
け
る
、
ふ
し
ぎ
な
り
し
事
な
り
。
か
た
夕
暮
に
光
音
く
わ
う
お
んを

よ
び
て
、
山
寺
の
た
ゞ
今
程
は
よ
に

心
の
す
む
も
の
な
り
、
い
ざ
さ
せ
給
へ
月
見
に
と
て
房
を
出
て
、
清
瀧
川
の
は
た
を
か
み
へ
廿
余
町
ば
か
り
山
を
わ
け
人
て
、
大
な
る

石
有
。
そ
れ
に
の
ぼ
り
て
、
此
い
し
は
い
か
に
も
や
う
あ
る
石
な
り
、
伽
藍
な
ど
の
た
ち
け
る
礎
に
も
や
あ
り
け
ん
、
此
石
な
ど
や
ら

ん
な
つ
か
し
き
な
り
と
て
、
ふ
く
る
ま
で
こ
ゝ
ろ
を
す
ま
し
て
さ
ま

ぐ
の
物
語
し
つ
つ
坐
せ
ら
れ
け
り
。
寒
く
お
は
す
ら
ん
と
て
、

そ
の
石
の
上
に
い
づ
く
に
有
べ
し
と
も
覚
ぬ
に
、
円
座
一
枚
を
取
出
し
て
光
音
く
わ
う
お
んに

し
か
せ
ら
れ
け
る
、
ふ
し
ぎ
に
め
づ
ら
か
な
る
事
ど

も
な
り
。
彼
石
を
ば
定
心
石
と
ぞ
名
付
ら
れ
け
る
。
も
ろ
こ
し
の
悟ご

真し
ん

寺じ

の
石
に
模
せ
ら
れ
け
る
に
こ
そ
。
又
縄
床
樹
と
い
ふ
松
有
、

そ
の
松
坐
禅
に
た
よ
り
あ
り
け
り
、
正
月
の
頃
松
の
も
と
に
居
て
観
念
せ
ら
れ
け
る
に
、
あ
ら
れ
の
ふ
り
け
れ
ば
、

新
　
　
勅
　
　
岩
の
う
へ
松
の
こ
か
げ
に
す
み
染
の
袖
の
あ
ら
れ
や
か
け
し
そ
の
玉
　
　
　
　
　
　
高
　
弁
　
上
　
人

〔
此
外
明
恵
上
人
釈
尊
の
霊
跡
を
拝
奉
ん
と
て
、
弟
子
十
余
人
を
相
具
し
て
天て
ん

竺じ
く

へ
わ
た
り
侍
ら
ん
と
思
は
れ
け
る
頃
。
南
都
春か
す

日が

大
明
神



に
い
と
ま
申
さ
ん
と
て
、
か
の
御
や
し
ろ
へ
参
ら
れ
け
る
に
、
鹿
六
十
頭
膝
を
お
り
て
地
に
ふ
し
て
う
や
ま
ひ
け
る
事
な
ど
見
え
た
り
、

こ
ゝ
に
略
す
〕

栂
尾
と
が
の
を

茶
濫
觴

ち
や
の
は
じ
ま
り、

深ふ
か

瀬せ

三さ
ん

本ぼ
ん

木ぎ

〔
栂
尾
と
ぶ
の
を

高た
か

橋は
し

の
北
の
方
に
古
跡
あ
り
、
相
伝
ふ
、
む
か
し
建け
ん

仁に
ん

寺じ

栄え
い

西さ
い

禅ぜ
ん

師じ

入
宋
し
て
帰
朝
の
時
、
茶
実
三
粒

を
将
来
し
、
漢か
ら

の
小
柿
と
い
ふ
茶
器
に
貯
て
明
恵
上
人
に
贈
り
給
ふ
。
即
ち
此
地
字
を
深ふ
か

瀬せ

三
本
木
と
い
ふ
所
に
植
ら
れ
、
天
下
茶
園
の
初

と
す
。
其
後
宇
治
里
に
う
つ
し
植
る
〕

菊
の
う
た
と
て

春

雨

抄
　
　
曇
る
な
り
雨
ふ
ら
ぬ
ま
に
つ
み
て
を
け
と
が
の
お
山
の
春
の
若
草
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
恵
上
人

海
人
藻
芥
云
　
　
茶
は
上
古
よ
り
我
朝
に
あ
り
、
挽
茶
節
会
と
て
内
裏
に
於
て
公
事
儀
式
を
行
は
る
。
然
る
に
葉せ
ふ

上
僧
じ
や
う

正
入
唐
の
時
重
て
種

を
渡
さ
る
、
栂
尾
と
が
の
を

明
恵
上
人
こ
れ
を
翫
給
ふ
、
さ
れ
ば
栂
尾
と
が
の
を

宇う

治ぢ

の
名
産
な
り
。

明
恵
伝
記
云
　
　
建
仁
寺
長
老
よ
り
茶
を
進
ぜ
ら
れ
け
り
。
医
師
に
是
を
問
給
ふ
に
、
茶
は
遣　
リ4

困　
ヲ

消2 　
シ
テ

食
気　
ヲ1

快
か
ら
し
む
る
徳
あ
り
、
然

れ
ど
も
本
朝
い
ま
だ
普あ
ま
ねか

ら
ず
と
申
け
れ
ば
、
其
実
を
三
粒
植
初
ら
れ
け
り
。
誠
に
眠
を
覚
し
気
を
晴
す
徳
あ
れ
ば
、
衆
僧
に
も
服
せ

し
め
ら
れ
き
。

寺
記
云
　
深ふ
か

瀬せ

の
園そ
の

は
高か
う

山ぜ
ん

寺じ

の
橋
よ
り
東
北
の
地
を
い
ふ
、
明
恵
み
や
う
ゑ

初
て
茗
実
三
粒
を
植
給
ひ
し
地
な
り
。
因4

茲
栂
尾
茶
を
深
瀬
三
本
木

茶
と
称
す
。
此
薗
今
に
あ
り
。
其
茶
実
三
粒
入
て
栄
西
禅
師
よ
り
進
ぜ
ら
れ
し
茶
入
を
、
漢
小
柿
と
い
ふ
、
当
山
第
一
の
器
な
り
。
又
云
、



城
州
莵う

道ぢ
の

郡
蹄
茗
園
は
、
明
恵
上
人
の
園
な
り
と
あ
り
。
其
所
は
莵う

道ぢ
の

郡
五
箇
荘
の
内
な
り
。
栂
尾
山
は
寒
冷
の
地
な
り
、
温
陽
の
地
を
求

め
茶
樹
を
移
し
植
ん
と
て
、
上
人
馬
に
騎
て
巡
見
し
、
五
箇
庄
の
内
大
和
田
に
一
つ
の
園
地
を
得
て
、
栂
尾
よ
り
茶
樹
を
分
移
し
植
給
ふ
、

其
園
を
駒こ
ま

蹄あ
し

影か
げ

と
い
ふ
。
歌
に
、

栂と
が

山や
ま

の
尾を
の

上へ

の
茶
の
木
分
植
て
跡
ぞ
生
べ
し
駒
の
蹄あ
し

影か
げ

高
　
弁
　
上
　
人

其
園
は
む
か
し
莵う

道ぢ

殿
の
茶
園
な
り
、
平
治
の
乱
に
荒
蕪
す
と
い
ふ
。
其
後
茶
園
を
久
世
郡
宇
治
里
に
移
す
と
あ
り
。
上
人
茶
を
植
初

給
ひ
し
ゆ
へ
、
古
来
よ
り
今
に
、
宇
治
よ
り
毎
年
新
茶
を
上
人
の
影
前
へ
献
ぜ
ら
る
ゝ
と
ぞ
。

高
山
寺
知
事
記
録
云
　
　
禁
裏
御
所
献
茶
栂
尾
諸
房
目
録
〔
地
蔵
院
壱
袋
、
田
中
坊
壱
袋
、
閼
伽
井
坊
三
袋
、
東
坊
三
袋
、
中
之
坊
二
袋
、

已
上
十
袋
〕

大
樹
公
献
茶
栂
尾
諸
房
目
録
〔
地
蔵
院
一
袋
、
田
中
坊
三
袋
、
東
坊
三
袋
、
中
之
坊
二
袋
、
入
江
坊
一
袋
、
已
上
十
袋
。
寺
奉
行
飯
尾

大
和
守
江
十
袋
、
飯
尾
左
近
将
監
江
弐
袋
〕

高
辨
上
人
書
翰
云
　
〔
明
恵
上
人
初
の
名
成
辨
其
後
高
辨
と
改
ら
る
、
此
書
翰
今
に
高
山
寺
に
あ
り
〕

鶴
禅
房
授
与
師
範　
ノ

事
奉4

畏
候
又
兼
而
仰
候
茶
実
未　
タ4

熟
候
之
間
令　
メ4

熟
候
分
聊　
カ

進4

之
候
恐
恐

即
　
　
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
　
　
　
　
辨

高
雄
上
人
御
房
（
文
覚
）



古

記

云
　
　
明
恵
上
人
栄
西
禅
師
よ
り
乞
得
給
ふ
茶
実
を
栂
尾
山
に
植
て
、
其
茶
を
製
作
し
て
時
の
帝
へ
献
ぜ
ら
る
る
。
岩
上
茶
よ
り
茶

味
勝
れ
し
を
叡
感
有
て
、
都
茗
と
命　
ス4

之　
ヲ

。
そ
れ
よ
り
岩
上
茶
を
鄙
茗
と
云
、
栂
尾
茶
を
本
茗
と
い
ひ
な
せ
り
。

畠
山
義
就
書
翰
云
　
　
就2

御
内
書
之
義　
ニ1

巻
数
則
目
出
度
候
。
乍
併
連
日
祈
念
之
験
祝
し
る
し

著
候
。
猶
祈
祷
憑
入
た
の
み

候
。
仍
而
茶
到
来
云2

名
物　
ト1

賞

翫
無
く
わ
ん
ク4

極　
リ

候
。
事
々
期2

来
信1

候
。
恐
々
。

卯
　
月
　
十
　
一
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
　
　
　
就
　
判

田
　
　
　
中
　
　
　
坊

〔
此
田
中
坊
は
今
の
善
財
院
な
り
、
此
書
翰
高
山
寺
の
宝
庫
に
あ
り
〕

龍
巖
集
云
　
　
栂
尾
自4

古
産2

佳
茶　
ヲ1

而
未　
タ4

知　
ラ4

有4 　
ル
コ
ト
ヲ

名2

昔　
ノ

山　
ニ1

。
及　
テ4

閲
下

　
ス
ル
ニ

清
拙
和
尚
集
中　
ニ

同2

夢
窓
国
師　
ト1

遊　
フ2

栂
尾　
ニ1

之
詩　
ヲ

上。
始　
テ

識
古　
ヘ

呼　
テ

為2 　
ル
コ
ト
ヲ

茶
山1

。
其
詩
云
。

幾

重

峰

転　
シ

又

谿

廻　
ル

。

行　
テ

到2

茶

山　
ニ1

睡

眼

開
。

仏

殿　
ノ

東

房

小

棲　
ノ

上
。

夢

窓

清

拙

記　
ス2

同

来　
ヲ1

。

西
斎
詩
話
云
　
　
寿
上
人
■　
ル4

自2

日
東1

。
其
国
所4

産　
ス
ル

以2

梅
山
茶　
ヲ1

。
見4
恵
賦4 　

シ
テ

詩　
ヲ

謝　
ス

。
幸　
ニ

得2

梅
山　
ノ

信　
ヲ1

。
初　
テ

嘗　
ム

日
本　
ノ

茶
。

尺
素
往
来
云
　
　
栂
尾
者
此
間
雖2 　

ト
モ

衰
微
之
体　
ニ

候　
ト1

。
名
下
不4

虚　
シ

。
諺
不4

可4

忘2
思
召　
ニ1

候
。
朝
日
并　
ニ

深
瀬
之
走
摘
止
閼
伽
井
逆
淵
外　
ノ

畑
小
畠

等
。
云
々
。



遊
覧
往
来
云
　
　
茶　
ハ

深
瀬
、
小
畠
、
天
狗
畠
、
一　
ノ

瀬
、
外　
ノ

畑
、
岩
伝ツ
タ
ヒ、

門カ
ド

不ミ
ズ

見
橋
返　
シ

、
鐘
楼
花
、
禅
河
院　
ト

、
云
々
。

異
制
庭
訓　
ニ

云
　
　
吾　
カ

朝
茶　
ノ

之
窟
宅　
ハ

以2

栂
尾1

為4

本
也
。
開
山
禅
師
依　
テ2

習
禅
勤
行
之
障　
ニ1

睡
魔
為2

強
敵　
ト1

。
為　
メ2

彼　
ヲ

退
治
降
伏1 　

セ
ン
カ。

植
茶
而
為2 　

シ
テ

精

進
幢　
ト1

。
伝　
ヘ2

賢
首
之
大
教　
ヲ1

。
窮　
ム2

秘
密　
ノ

之
奥
談　
ヲ1

。
故　
ニ

経　
ニ

云
。
以2

因
分
可
説　
ヲ1

但
為2

利
益　
ト1

。
説2 　

ト
イ
フ
ハ

之　
カ

真
詮　
ヲ1

為2

茶
之
末　
ト1

。
以2

果
分
不
可

説
。
我　
カ

本
無
有
言
之
秘
宣　
ヲ1

。
為2

茶
之
本1

也
。
辺
土
洛
陽
之
名
山
名
所
如4

雲
如4

霧
。
各
誇　
ル2

其
家
之
春1

。
雖4 　

ト
モ

嘲　
ト2

他
山
之
景　
ヲ1

。
皆
是　
レ

為2

城
州
栂
尾
和
州
清
滝
之
末
流1

也
。
又
云
。
我
朝
之
茗
山　
ハ

者
以2

栂
尾1

為2

第
一　
ト1

也
。
仁
和
寺
。
醍
醐
。
宇
治
。
葉
室
般
若
寺
。
神

尾
寺
。
是　
レ

為2

補
佐　
ト1

。
此
外
大
和　
ノ

宝
尾
。
伊
賀　
ノ

八
島
。
伊
勢　
ノ

河
居
。
駿
河　
ノ

清
見
。
武
蔵　
ノ

河
越
茶
皆
是
天
下
所　
ロ2

指　
シ
テ

言　
フ1

也
。

茶
壺
能
狂
言
云
　
　
扨
も
我
主
と
の
中
国
一
の
法
師
に
て
、
鄙
の
茶
を
た
て
ぬ
事
な
し
、
い
ち
そ
く
の
寄
合
に
本
の
茶
を
た
て
ん
と
、
五
十

く
わ
ん
の
く
り
を
も
ち
、
お
ほ
く
の
あ
し
を
つ
か
う
て
、
兵
庫
の
津
に
も
着
た
り
。
兵
庫
を
た
つ
て
二
日
に
栂
尾
に
も
着
し
か
ば
、
峯

の
坊
谷
の
坊
、
特
に
名
薗
し
け
る
は
閼あ

伽か

井ゐ

の
坊
の
穂
先
を
十
斤
許
買
取
、
此
壺
に
う
ち
入
、
う
し
ろ
に
せ
お
ふ
て
国
を
さ
い
て
下
る
。

（
下
略
。）

〔
近
年
宝
暦
中
栂
尾
茗
園
記
抄
を
金
龍
道
人
著
す
、
こ
れ
を
略
し
て
こ
ゝ
に
出
す
の
み
〕


